




About ‘Being Political’ in International Cooperation: Focusing on the Dilemma 




























































































































なる実施主体ではなく、社会変革の担い手としても期待された（Banks, Hulme and Edwards 2015）。国
際レベルでも、1992年の国連環境開発会議（地球サミット）のように、この時期、NGOはグローバル・
ガバナンスへの参加が注目されるようになり、新たな国際規範の形成や拡散で実際に影響力を強めていっ




















































































































































































ていった（Kitano and Harada 2014）。中国から権威主義的な途上国へ、人権やデモクラシーと条件づけ
ない援助と投資が増大し、西側先進諸国との経済的なリンケージ（連関）が相対的に低くなると、その国









































開発プログラムの実行に専念させるように仕向けた（Banks, Hulme and Edwards 2015）。最近では「NGO
化（NGOization）」が否定的な意味合いで使われるなど、国際NGOは、その正当性やアカウンタビリティ
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